(事務局記入)
受付番号　  　　　　　
「[image: ]安房まちづくり基金」2027年度助成申請書
申請日：　　年　　月　　日
【１】申請団体について
（１）基本情報
	（ふりがな）
団体名
	


	（ふりがな）
代表者氏名
（役職）
	

（　　　　　　　　　　　　　　）

	団体所在地
	〒


	
	TEL：
	FAX：

	
	E-mail：

	設立年または
活動年数
	

	ホームページURL
	

	CANPAN
団体情報ID
	
	情報開示レベル
	★3つ以上取得しました　□（チェックしてください）


※申請に関する担当者連絡先は携帯電話などできる限り直接本人につながるものを記載してください。
	（ふりがな）
担当者氏名
（役職）
	
（　　　　　　　　）

	
	TEL：
	E-mail:


（２）団体の理念と社会的役割について
※「こんな社会を実現するため」に、「どのような事業・活動」をしているか、しようとしているか記入してください。
	



【２】申請事業計画
	事業の名称
	

	実施エリア
	

	申請事業区分（いずれかを選択）
	· 新たなソーシャルビジネスの立ち上げ
· 既存事業の発展・新たな展開


（１）事業の背景・地域課題（600字程度）
※申請事業で取り組む安房地域の課題やニーズについて、対象となる人々の状況、地域の実態、これまでの経験や調査等を踏まえて記載してください。可能な範囲で具体的な事例や数値等を示してください。
	


（２）申請事業の目的
※（1）で記載した地域課題に対して、この事業を通じて何を実現したいのか、誰にどのような変化をもたらしたいのかを具体的に記載してください。
	



（３）事業の内容・スケジュール
※どのような商品・サービスや仕組みを、誰に対して、どのような方法で提供するのか、具体的に記載してください。また、事業の実施手順、主な活動、実施時期を記載してください。
	


（４）地域・対象者に生まれる変化　
※この事業によって、対象となる人々や地域にどのような変化が生まれると考えていますか。直接的な効果に加え、地域資源の活用や地域の人々・団体との連携による波及効果があれば記載してください。
	


（５）事業性・持続可能性
① この事業の商品・サービスの利用者や顧客として、どのような人・団体・事業者を想定していますか。また、そのニーズをどのように把握していますか。
② 事業を継続するための収入について、商品・サービスの販売、利用料、委託料、寄付、助成金等、どのような方法を考えていますか。想定する収入源や、その確保に向けた取組を記載してください。
※現時点で事業収入がない場合も、今後の見通しや検討している内容を記載してください。
	①



②




（６）助成によって実現したいこと
※今回の助成金を活用することで、事業をどのように前進させたいと考えていますか。
新たに実現することや、これまでの取組から発展させたいこと、助成金が必要な理由について、具体的に記載してください。
※既存事業の発展・新たな展開を申請する場合は、これまでの取組状況や実績と、今回新たに取り組む内容の違いがわかるように記載してください。
	


（７）実施体制・連携先
※事業に携わる主なメンバーや協力団体について、現在の体制を記載してください。協力予定の場合は、その旨を明記してください。
	
	氏名・団体名
	所属・申請団体との関係
	事業における役割

	１
	
	
	

	２
	
	
	

	３
	
	
	

	４
	
	
	

	５
	
	
	

	６
	
	
	


① 事業を実施するうえで、現在不足している人材や体制、想定される課題があれば記載してください。また、それらにどのように対応する予定ですか。
② 今後、事業の実施や発展に向けて、新たに連携したい団体・事業者・地域の関係者等があれば記載してください。
	①



②




（８）助成終了時の成果目標
※助成事業終了時に、事業がどのような状態になっていることを目指すのか、具体的な成果目標を2～3項目記載してください。数値で示せるものは数値を用い、数値化が難しいものは具体的な到達状態を記載してください。
【記入例】
	成果目標
	助成開始時の状況
	助成終了時の目標

	例：新サービスの開発
	構想段階
	試行サービスを開始

	例：利用者の獲得
	0人
	利用者20人

	例：地域事業者との連携
	1事業者
	3事業者



	成果目標
	助成開始時の状況
	助成終了時の目標

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（９）翌年度以降の展開（運営体制含む）
※助成事業終了後、事業をどのように継続・発展させていく予定か、収入の確保や運営体制、地域の関係者との連携などの見通しを含めて記載してください。
現時点で具体化していない事項についても、今後の方向性や実現に向けて必要な取組を記載してください。
	






（10）申請事業の収支予算　
※「収入合計」と「支出合計」は一致すること。
※助成金を充当する経費については、事業の立ち上げや発展に必要な内容とし、内訳・積算根拠を具体的に記載してください。
【収入】
	
	内　訳
	金額（円）

	①本助成金
	
	

	②その他収入
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	収入合計
	


【支出】　
	費　目
	内訳および積算根拠（単価、個数など）
	金額（円）

	
	
	本助成金
	その他収入

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	小計
	
	

	支出合計
※収入合計金額と一致
	



※費目は団体が使用している費目を記載してください。
※5万円以上の物品を購入する場合は複数の見積書を添付してください。

収支計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
収支計画に記載した主な収入について、金額の見込みや積算の考え方を記載してください。現時点で未確定の収入については、その確保に向けた取組も記載してください。　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　目
	2027年度
	2028年度
	2029年度

	①収入合計
	
	
	

	
	∟商品・サービス等の事業収入
	
	
	

	
	∟寄付金・助成金
	
	
	

	
	∟その他収入
	
	
	

	②支出合計
	
	
	

	
	∟人件費
	
	
	

	
	∟事業費
	
	
	

	
	∟管理費・その他
	
	
	

	
	上記以外
	
	
	

	③収支（①－②）
	
	
	


　※その他の様式で提出することも可能です。


（事務局記入欄）
受付日	受付者	ヒアリング実施日	備考

1


4
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